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東
京
学
芸
大
学
と
教
育
交
流

　

 　

  

市
教
育
委
員
会
は
東
京
学
芸
大
学
と
連

携
し
、
教
員
や
学
生
の
相
互
派
遣
を
通
し
た
学

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
市
内
の
教
員
・
東
京
学
芸
大
付
属
校
を
視
察
】

　

６
月
25
〜
26
日
の
２
日
間
、
市
内
小
中
学
校

の
教
員
15
人
が
東
京
学
芸
大
学
付
属
大
泉
小
学

校
お
よ
び
小
金
井
中
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
泉
小
学
校
で
は
、６
年
生
の
授
業
を
視
察
。

こ
の
授
業
は
教
育
実
習
生
へ
の
模
範
授
業
を
兼

ね
て
お
り
、
大
学
生
ら
約
１
０
０
人
も
参
加
し

ま
し
た
。
同
授
業
か
ら
、
児
童
の
思
考
に
「
一

ら
進
め
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

び
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
学

習
会
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
様
子
で
し
た
。

【
市
内
の
教
員
・
東
京
学
芸
大
で
公
開
講
座

を
受
講
】

　

東
京
学
芸
大
学
短
期
研
修
は
８
月
５
〜
７
日

の
３
日
間
行
わ
れ
、
市
内
小
中
学
校
の
教
員
４

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
勝
山
浩
司
副
学
長
に
よ

る
講
話
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
最
新
事
情
、

理
科
教
材
に
関
す
る
講
座
な
ど
先
進
的
か
つ
専

門
的
な
教
育
を
学
び
ま
し
た
。

【
市
内
小
中
学
校
教
員
・
道
徳
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
】

　

道
徳
授
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
８
月

10
日
、
東
京
学
芸
大
学
で
行
わ
れ
、
市
内
小
中

学
校
の
教
員
３
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
道
徳
が

教
科
と
な
る
こ
と
か
ら
「
評
価
基
準
は
ど
う
す

る
の
か
」
な
ど
、
具
体
に
つ
い
て
先
進
的
に
学

び
ま
し
た
。
な
お
研
修
報
告
は
９
月
30
日
、
福

岡
中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
、
研
究
会
で
は
東

京
学
芸
大
付
属
小
金
井
小
学
校
の
遠
藤
信
幸
教

諭
よ
り
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

【
東
京
学
芸
大
学
付
属
校
の
教
員
・
二
戸
で

出
前
授
業
】

　

優
れ
た
指
導
で
定
評
の
あ
る
教
師
を
招
き
、

範
と
な
る
授
業
を
示
し
て
も
ら
う
本
出
前
授
業

は
８
月
28
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
東
京

学
芸
大
付
属
小
金
井
小
学
校
の
高
橋
丈
夫
教
諭

を
招
き
、
石
切
所
小
学
校
で
実
施
。
市
内
外
の

教
員
ら
41
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
11

月
４
日
に
金
田
一
中
学
校
で
実
施
予
定
で
す
。

　東京学芸大学との教育交流と「全国学力・学習状況調査」
「児童生徒質問紙調査」の結果についてお知らせします。

貫
性
を
も
た
せ
る
こ
と
」
や
授
業
の
メ
リ
ハ
リ

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
小
金
井
中
学
校
で
は
、
３
年
生
の
授
業

を
視
察
。
同
校
で
は
、
教
材
研
究
の
重
要
性
と

授
業
に
は
生
徒
自
身
が
考
え
る
場
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

【
東
京
学
芸
大 

出
口
利
定
学
長
・
二
戸
で
講
演
】

　

市
学
校
教
育
研
究
会
（
小
保
内
悟
会
長
）
は

７
月
31
日
開
か
れ
、
小
中
学
校
の
教
員
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
出
口

利
定
学
長
が
「
次
世
代
育
成
教
育
の
展
望
」
と

題
し
て
講
演
。「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み
、一
層
の
知
識
基
盤
社
会（
注
１
）

と
な
る
だ
ろ
う
。
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

必
要
な
の
は
「
考
え
る
力
」。
こ
の
力
を
養
う

た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
会
話
が
重

要
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
依
存
し
た
文
字
情
報 東京学芸大付属小金井中学校を視察する小中学校教員

TOPIC
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の
や
り
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
対
話
を
す

る
こ
と
で
血
の
通
っ
た
感
情
の
育
成
や
「
聞
く

力
」
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
注
１
）
知
識
を
生
み
出
し
、
加
工
し
、
使
い
こ

な
し
、
人
々
が
伝
え
共
有
す
る
こ
と
で
動
か
し
て

い
く
社
会

【
東
京
学
芸
大
の
学
生
・
二
戸
で
学
習
支
援
】

　

学
生
13
人
が
８
月
５
〜
７
日
の
３
日
間
、
当

市
を
訪
れ
、「
サ
マ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
（
合
同
学

習
会
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
勉
強
会
に
は

市
内
小
中
学
生
延
べ
２
２
０
人
が
参
加
。
大
学

生
は
、
児
童
生
徒
の
表
情
や
進
度
を
見
な
が
ら

話
掛
け
、
疑
問
に
応
答
し
な
が
ら
自
主
学
習
を

見
守
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
学
校
の

授
業
は
自
分
が
分
か
ら
な
く
て
も
進
ん
で
し
ま

う
け
ど
、
大
学
生
は
分
か
る
ま
で
教
え
て
く
れ

た
。
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
か
聞
き
な
が東京学芸大の学生、市内の児童生徒を学習支援

学びを
チカラに
学力向上
推進事業

校
と
も
に
全
国
の
平
均
正
答
率
と
ほ
ぼ
同
じ
数

値
を
示
し
て
い
ま
す
（
図
１
・
２
参
照
）。

　
　

  

継
続
は
力
な
り

　
　

  

学
力
は
、
知
識
の
量
や
テ
ス
ト
の
結
果

な
ど
「
見
え
る
学
力
」
と
、
点
数
で
表
す
こ
と

が
難
し
い
学
習
意
欲
や
考
え
る
・
判
断
す
る
力

な
ど
の
「
見
え
な
い
学
力
」
に
大
別
で
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
見
え
な
い
学
力
も

大
切
に
、
今
後
も
継
続
し
て
授
業
改
善
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

  

学
び
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
　

  

児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
と
学
力
の

向
上
に
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
と
学

び
の
習
慣
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

｜
中
学
３
年
生
の
学
習
時
間
が
少
な
い
！
｜

　

中
学
３
年
生
が
、
１
日
に
２
時
間
以
上
学
習

す
る
割
合
は
、
全
国
や
岩
手
県
に
比
べ
て
低
い

状
況
で
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
の
中
学
３
年

生
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。

　 二戸市　　岩手県 　　 全国

2015年
2014年

図３．１日当たり２時間以上勉強している
中学校３年生の割合（％）について
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中
学
生
「
数
学
」
は
課
題
！

　
　

数
学
は
、
岩
手
県
全
体
の
課
題
で
す
が
、

当
市
も
な
か
な
か
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
す
。
な
お
、
年
度
に
よ
り
難
易

度
や
数
値
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
概

ね
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
（
図
２

参
照
）。

　
　

　
　

小
中
学
生
「
理
科
」
で
成
果
！

　
　

理
科
は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
さ
れ
て
以

来
３
年
ぶ
り
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。
小
中
学
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子
ど
も
の
学
力
は
伸
び
て
い
ま
す
！

　
　

 

小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学
３
年
生
を
対
象

と
し
た「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
以
下
、「
全

国
学
調
」）」
は
４
月
21
日
、
市
内
の
全
小
中
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。調
査
科
目
は
国
語
、算
数
・

数
学
、
理
科
の
３
教
科
。
こ
の
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
学
力
の
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
「
学
力
向
上
推
進
事
業
」
と
は
・
・

　
　

全
国
学
調
は
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
学
力
結
果
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
教
育
委
員
会
は

算
数
・
数
学
分
野
を
重
点
指
導
教
科
と
定
め
、

平
成
23
年
度
に
「
学
力
向
上
推
進
事
業
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

結
果
、
平
成
25
年
度
県
が
実
施
し
た
学
習
定

着
度
状
況
調
査
で
は
、
小
学
校
４
、５
年
生
の

国
語
、
算
数
、
理
科
な
ど
実
施
全
科
目
で
県
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　

小
中
学
生
「
国
語
」
で
成
果
！

　
　

国
語
の
学
力
は
近
年
、
小
中
学
校
と
も
に

全
国
平
均
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

な
お
特
筆
す
べ
き
は
、
応
用
問
題
（
い
わ
ゆ
る

B
問
題
）
の
正
答
率
が
全
国
学
調
開
始
以
降
、

最
も
高
く
な
っ
た
こ
と
で
す
（
図
１
・
２
参
照
）。

　
　

小
学
生
「
算
数
」
で
成
果
！

　
　

算
数
に
お
け
る
課
題
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
、基
本
問
題
（
い
わ
ゆ
る
Ａ
問
題
）
は
近
年
、

全
国
平
均
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。

TOPIC
２

図１．2015 年度全国学調による全国と市
の正答率の比較について（小学６年生）

図２．2015年度全国学調による全国と市
の正答率の比較について（中学３年生）

｜
テ
レ
ビ
を
見
過
ぎ
！
｜

　
「
１
日
に
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
る
時
間
」
に
つ

い
て
、
２
時
間
以
上
と
回
答
し
た
小
学
６
年
生

の
割
合
は
、
昨
年
度
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、

全
国
や
岩
手
県
の
割
合
を
依
然
超
過
し
て
い
ま

す
（
図
４
参
照
）。

　

中
学
３
年
生
も
同
様
、
全
国
お
よ
び
岩
手
県

の
平
均
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
の

中
学
生
は
、
小
学
生
よ
り
も
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
割
合
が
高
い
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
（
図
５

参
照
）。

　 二戸市　　岩手県 　　 全国

図５．１日当たり２時間以上テレビを視聴
する割合（％）について（中学3年生）
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　 二戸市　　岩手県 　　 全国

図４．１日当たり２時間以上テレビを視聴
する割合（％）について（小学６年生）
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